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中点連結定理 →62，58へ

年 組 番 名前

●例題１●
右の図で、Ｍ、Ｎは
それぞれ辺ＡＢ、辺
ＡＣの中点である。
次の各問いに答えな
さい。

(１) ＭＮの長さを求めなさい。
Ｍ、Ｎは辺ＡＢ、辺ＢＣの中点より、△
ＡＢＣに中点連結定理を使い，

５ｃｍ

(２) ∠ＡＭＮの大きさを求めなさい。
中点連結定理から、ＭＮ∥ＢＣである。
同位角が等しいので、∠ＡＭＮ＝∠Ｂ
よって，∠ＡＭＮ＝45° 45°

→62へ

問１ 右の△ＡＢＣで、
辺ＡＢ、ＢＣ、ＣＡ
の中点を、それぞれ
Ｄ、Ｆ、Ｅとすると
き、辺ＤＥ、辺ＦＤ、
辺ＥＦの長さをそれ
ぞれ求め、△ＤＦＥの周の長さを求めなさい
Ｄ、Ｆ、Ｅは、△ＡＢＣの各辺の中点
だから、中点連結定理を使い、

よって、3.5＋３＋４＝10.5 10.5ｃｍ

問２ 右の図は、ＡＤ∥ＢＣ
の台形です。辺ＡＢの
中点をＰとし、Ｐから
ＢＣに平行な直線をひ
き、ＢＤ、ＣＤとの交
点をそれぞれＱ、Ｒと
します。ＰＲの長さを
求めなさい。
△ＡＢＤに中点連結定理を使い、

△ＤＢＣに中点連結定理を使い、

よって、２＋３＝５ ５ｃｍ
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●例題２●
四角形ＡＢＣＤで、辺
ＡＢ、ＢＣ、ＣＤ、ＤＡ
の中点をそれぞれＰ、Ｑ、
Ｒ、Ｓとすると、四角形
ＰＱＲＳは平行四辺形で
あることを、次のように
証明した。空らんをうめ
なさい。

(証明) ＡとＣを結ぶ、
△ＡＢＣで、点Ｐ、Ｑは、それぞれ、
辺ＡＢ、ＢＣの中点だから、中点連結定理

から、ＰＱ∥ 、 …①

同じように、△ＡＤＣで、

ＳＲ∥ …②

①、②から、ＰＱ∥ 、ＰＱ＝
よって、四角形ＰＱＲＳは、

なので、平行四辺
形である。

解答
ＰＱ∥ＡＣ 、 …①

ＳＲ∥ＡＣ 、 …②

ＰＱ∥ＳＲ 、ＰＱ＝ＳＲ
よって、四角形ＰＱＲＳは、１組の向かい
あう辺が、等しくて平行なので、平行四辺
形である。 →58へ

問３ ＡＢ＝ＣＤである四角形
ＡＢＣＤの辺ＡＤ、ＢＣ
、対角線ＢＤの中点をそ
れぞれＰ、Ｑ、Ｒとする
とき△ＰＱＲは、どんな
三角形になりますか。
△ＡＢＤで、中点連結定理を使い、

△ＢＣＤで、中点連結定理を使い、

仮定から、ＡＢ＝ＣＤ …③
①、②、③から、ＰＲ＝ＲＱ
よって、△ＰＱＲは、二等辺三角形である
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